【平成２０年第４回市議会定例会提案理由説明】　　　平成２０年１２月４日
　本日、ここに平成２０年第４回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
　師走を迎え、今年も残すところ1ヶ月足らずとなりました。この１年を振り返りますと、原材料や燃料等の高騰に加え、米国のサブ・プライムローン問題を発端として金融危機が全世界に拡大し、世界経済に大きな打撃を与えたところであります。我が国においても、過去に経験のない急激な株価の下落や円高の進行などにより、景気動向は一挙に後退局面に入り、今後、国の財政運営をはじめ、地方財政への影響などが懸念されることから、先行きに一段と不透明感が増してきております。
　こうしたなか、景気動向の悪化等により、貸し付けに対する金融機関の消極的な姿勢等が憂慮されることから、本市は、資金繰りに不安を抱える市内の中小企業を支援するため、融資制度を一部見直して、今月１日より、融資利率の引き下げ及び融資限度額の拡大などを行い、必要な運転資金や季節資金を確保できるよう緊急に措置したところであります。
　一方、政府においては、国民生活の不安を解消し、将来に活力と希望を与える施策を推進するため、家計への緊急支援、金融・経済の安定強化、地方の活性化策などを柱とする追加の経済対策を取りまとめたところであり、早期に実施されることを強く願っております。 
　
　さて、先月１９日には、白山ろく地域に除雪車が初めて出動し、本格的な降雪期を迎えることとなりました。気象台の長期予報によると、この冬は、平年なみの降雪が予想されていることから、住民の冬期間における通勤・通学や買い物などの市民生活に支障をきたさないよう、生活路線を確保し、万全の除雪体制で臨むことといたしております。
　
　私が、白山市の初代市長に就任し、３年９ヶ月が経過いたしました。
　以来、今日に至るまで、住民同士の融和や地域の一体感の醸成を念頭に、本市の貴重な財産である豊かな自然を最大限に活かし、郷土に愛着と誇りを持ち、「白山市に住んで良かった。合併してよかった。」と、心から実感できるふるさとづくりを目指し、議会や市民の皆様の声に耳をかたむけながら、市民本位の市政運営に努めてまいりました。
　こうしたなか、昨年には、新しいふるさとづくりのシンボルとして、市の花に「あさがお」、市の木に「ぶな」、市の鳥に「うぐいす」をそれぞれ選定するとともに、本年３月には、まちづくりの基本理念として「文化創生都市宣言」を行い、さる１１月には、市民との協働のまちづくりを明確に定めた「市民憲章」を制定したところであります。
　さらに、小中学校の改築、少人数教育の実施、白山ろくの情報通信基盤の整備、土地区画整理事業の推進、都市基盤の整備や行政サービスの拡充などを重点的かつ積極的に推し進めてきたことにより、白山市の礎を築くことができたものと確信いたしております。
　それでは、市政の状況についてであります。　
　はじめに、北陸新幹線白山総合車両基地につきましては、１０月に沿線７町内会で構成する「白山総合車両基地沿線町内連絡の会」を設置し、２ヶ月間にわたり、共通する課題や重点要望につきまして、検討と調整を行ってまいりました。
　それぞれの町内会から、率直なご意見等をいただいたところであり、鉄道・運輸機構においては、可能な限り、その要望等の実現に向けて努力することとしていることから、概ね協議が整ったものと考えております。
　今後は、町内会別の総括説明会を順次開催し、ご理解をいただいた上で、用地取得に向けた手続きを進めてまいりたいと考えております。
　次に、介護保険事業計画の見直しについてであります。
　介護保険事業計画につきましては、現行の期間が今年度で終了することから、現在、平成２１年度から始まる第４期の介護保険事業計画の策定作業を進めているところであります。この計画においては、居宅サービスを中心とした対象者の増加等により、介護給付費の総額が、現行より概ね１割程度の増額となる見込みであります。
　一方、全国的に介護職員が不足していることから、国においては、質の高い介護サービスを維持するため、介護職員の報酬改定を検討しているところであり、保険料への影響が見込まれますが、本市においては、適正な介護サービスが確保できる事業計画となるよう努めてまいりたいと考えております。
　次に、工業団地への企業立地についてであります。
　新北部工業団地につきましては、１０月に１０社と分譲に係る覚書を締結したところであり、順次、工場の建設が着手されることとなっております。
　また、松任フロンティアパークにつきましては、平成１６年度より分譲を開始し、企業誘致に努めてきたところ、このほど県外の優良企業の進出が決定し、全区画が完売いたしたところであります。　
　景気が後退局面に入り、厳しい経済情勢の中での企業進出であることから、地元の雇用や地域経済の活性化に寄与するものと、大きく期待いたしております。
　この度、進出する企業においては、地元より３５０人を確保したいとの要望がされております。
　次に、観光の振興についてであります。
　多くの皆様が心待ちにしておりました「白峰温泉総湯」が先月９日に完成いたしました。オープン以来、平日において１日３００人を超える利用があり、湯船にゆったりとつかりながら、窓から広がる晩秋から初冬への季節感豊かな景色を楽しんでいただいております。今後も、白峰地域における観光の拠点施設として、一層の集客とにぎわいの創出に努力したいと考えております。
　また、本市は、豊かな自然や歴史遺産など観光資源に恵まれていることから、これらの資源を活かした観光施策の積極的な展開を図っているところであります。特に、海外からの誘客の促進につきましては、去る９月に、韓国から登山愛好者が訪れ、白山登山や市内観光を楽しんだところであり、来年１月から２月にかけ、台湾メデイア関係者などおよそ２００人が市内のスキー場などを訪れる予定となっております。この機会を活用し、本市が持つすばらしい自然と魅力あふれる観光資源の情報を発信するとともに、海外からの誘客の増加に努めることといたしております。
　さらに、「観光ビジョン懇話会」において、観光活性化策について検討してまいりましたが、このたびその概要がまとまり、昨日、提言をいただいたところであります。　　この提言を参考に、一層魅力ある振興施策を展開し、観光の活性化を推進していきたいと考えております。
　次に、金沢外環状道路「海側幹線」の整備についてであります。
　平成１６年度より、市と県が連携・協力しながら、整備を進めてまいりました「海側幹線」第２期区間の進捗状況につきましては、本年度、ＪＲ北陸本線の横断ボックス工事の詳細設計が終了したことから、来年度から、県の施行により工事に着手することとなっております。この基幹道路は、金沢都市圏と加賀、能登、白山ろくを結び、広域交流の促進と地域活力の増進等に大きく貢献するものとして、早期完成を目指すことといたしております。
　また、北陸自動車道の白山インターチェンジの整備につきましては、平成２４年春の供用に向け、来年度から、料金所周辺の改良工事が開始される予定となっております。インターチェンジが完成することにより、市内工業団地や市街地などへのアクセスが大幅に強化されることから、物流や観光の拠点として活用され、交流人口の拡大とともに、地域経済が活性化されることを期待するものであります。
　次に、都市計画マスタープランについてであります。
　本市の今後１０年間の土地利用や都市施設のあり方の方針と、具体的なまちづくりの方向性を示す都市計画マスタープランの全体構想案が、このたびまとまりました。　全体構想案につきましては、広く市民の皆様へお知らせするとともに、今月１３日には、未来のまちづくりを共に考える機会として、「市民会議」を開催することといたしております。今後は、皆様からの建設的なご意見を参考に作業を進めることとしており、来年度には、地域別の構想をとり入れた上で、都市計画マスタープランを策定することといたしております。
　次に、都市公園の整備についてであります。
　かねてから整備を進めておりました松任総合運動公園多目的運動広場の人工芝整備工事が、このほど完成したことから、今月７日に完成式典を執り行うことといたしております。
　また、公園内のトイレにつきましても、バリアフリー化の整備を図っているところであります。こうした改良により、大幅に利便性が向上することから、障害者の方にもやさしい施設として、競技スポーツをはじめ、健康・体力づくりやレクリエーションなど、広く市民の皆様に親しまれることを心より願っております。
　次に、教育環境の整備と充実についてであります。
　白嶺小中学校につきましては、この２学期より、新校舎での学校生活が始まるとともに、先月には、屋外運動場及び室内プール等の全ての工事が完成したところであります。児童・生徒の皆さんには、この校舎で、健やかにのびのびとした学校生活を送りながら、学ぶ楽しさ、生きる喜びを実感するとともに、感性を磨き、生涯の思い出づくりとともに、これからの新しい歴史と伝統を積み重ねていただきたいと思っております。
　美川小学校につきましては、美川の街並みをイメージした外観とともに、子どもたちが学びやすい機能的な校舎が特徴となっており、来年１１月の完成に向け、工事に着手したところであります。
　朝日小学校につきましては、建設基本構想検討委員会において構想内容がまとまり次第、提言をいただくこととなっており、この提言を踏まえ、来年度以降、改築計画を進めていくことにいたしております。
　将来を担う子どもたちが、安全で安心して勉学やスポーツに励み、人間性豊かな思いやりの心をもって成長できるよう、教育環境の整備、充実に努めることといたしております。
　それでは、提案いたしました諸議案についてご説明申し上げます。
　提出案件は、補正予算案９件、条例案５件、事件処分案７件の計２１件となっております。
　はじめに、議案第１４１号から第１４９号までの平成２０年度補正予算についてであります。
　まず、一般会計につきましては、総額３億６，７６８万円の増額補正となっております。その主なものとして、
　総務費では、法人市民税の過誤納還付金や保有株式の処分に伴う基金積立など９，１８６万８，０００円を、
　民生費では、障害者の自立支援給付事業費や児童数の増加及び産休代替等による臨時職員の人件費、法人保育園の運営負担金及び施設整備補助金など３億２，５１７万７，０００円を、
　衛生費では、公共施設のアスベスト含有分析調査費や松任海浜温泉源泉ポンプの設置工事費など４３８万７，０００円を、それぞれ増額補正するものであります。
　土木費では、市道あさひ荘苑福増線道路整備事業費の国庫補助対象額が減額となったことなどにより、２，３５４万２，０００円を減額補正するものであります。また、松任駅自由通路等の整備につきましては、工期が５ヶ年を要するため、債務負担行為として１５億５，０００万円を措置するものであります。
　教育費では、児童・生徒の増加に対応して蕪城小学校、松任及び美川中学校の改修、増築事業費等に１，８９９万２，０００円を増額補正するものであります。
　公債費では、公的資金補償金免除繰上償還金の元金及び利子の償還額が確定したことにより４，６５９万６，０００円を減額補正するものであります。
　なお、公共施設のアスベスト分析調査事業、小中学校の改修、増築事業等につきましては、先に、国で決定した「安心実現のための緊急総合対策」に基づき実施することといたしております。　
　その財源として、市税、地方特例交付金、国・県支出金、繰入金、市債などを充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算額は、４８０億４，８７８万４，０００円となったものであります。
　また、特別会計につきましては、その主なものとして、後期高齢者医療特別会計につきましては、制度改正に伴う電算処理システムの改修費等、介護保険特別会計につきましては、介護サービス給付費等、観光事業特別会計につきましては、圧雪車の修繕費等、簡易水道事業及び下水道事業特別会計につきましては、公的資金補償金免除繰上償還費などにより、６つの特別会計で総額３億８，１５５万８，０００円を増額補正するものであります。
　水道事業会計及び工業用水道事業会計につきましては、公的資金補償金免除繰上償還費など２つの事業会計で総額４，３０４万９，０００円を増額補正するものであります。
　なお、給与関係費につきましては、一般会計、特別会計及び事業会計において、所要の補正を行うものであります。
　次に、議案第１５０号及び第１５４号の条例案につきまして、ご説明を申し上げます。
　「白山市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化のための固定資産税の課税の特例に関する条例」につきましては、石川県基本計画に基づく、本市の指定集積区域内に、指定業種の工場等を新増設した事業者に対し、固定資産税を３年間軽減するものであります。
　「白山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、政策金融機関の改編による公庫の統合に伴い、年次有給休暇の日数計算に関する規定中、公庫に係る規定を改正するものであります。
　「白山市民温泉条例の一部を改正する条例」につきましては、「瀬女温泉センター」の廃止並びに「女原温泉ふるさとセンター」及び「白峰温泉桑島総湯」の高齢者福祉施設への移管に伴い、これらの施設を市民温泉から削除するものであります。
　「白山市老人憩いの家条例の一部を改正する条例」につきましては、高齢者福祉施設として「女原老人憩の家」及び「憩いの湯桑島」を追加するものであります。
　「白山市老人福祉センター条例の一部を改正する条例」につきましては、新設された「白峰地域交流センター」が、高齢者福祉の向上を図るための機能を備えていることから、「白峰老人福祉センター」を廃止するものであります。
　次に、議案第１５５号から第１６１号までの事件処分案について、ご説明を申し上げます。
　「白山市土地開発公社定款の変更」につきましては、監事の職務内容に係る引用法令を、民法から公有地の拡大の推進に係る法律に変更するため、関係規定を改正するものであります。
　「町の名称の変更」につきましては、成町の一部を新成二丁目及び新成三丁目に名称変更するため、
　「市道路線の認定、変更及び廃止」につきましては、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定に基づき、
　「財産の譲渡」につきましては、集会所等の用に供するため、市有財産を東森島町町内会へ、また、白山ろく地域の定住促進の用に供するため、市有財産を株式会社北陸リビング社へそれぞれ無償譲渡することについて、議会の議決を求めるものであります。　
　以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、我々にとっては、任期最後の議会でありますので、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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